
劣勢遺伝 を示すメラニン色素異常のアル ビノを利 用 して雄性発生2倍 体の作 出を試 みた

ところ、作出 した個体はアル ビノの表 現系 を示す と ともに、マイ ク ロサテ ライ トがヘテ

ロ性 を示 した ことか ら、遺伝的多様性 を維持 した雄性 発生個体 である ことを照明 した。

この手法は卵割阻止型の雄性発生 の弱点であ る遺伝 的多様性の喪 失を補完す る手法 とし

て有用 であ り、将来の系統保 存や個体復元技術 として、画期的 な成果 と言 える。

次 に申請者は、種が絶滅 した後 に精子を解凍 して近縁種の卵 を借 り腹 と した雄性 発生

を行 うこ とに より、個体 を復活 させ る手法の開発 に取 り組んで いる。 実際の 希少種でア

マ ゴの亜種に当たる ビワマスの精子 とアマ ゴ卵を用いた雄性発 生2倍 体個体 作出を試み、

低 い割合なが らもビワマ スの雄性 発生個体 を得 るこ とに成功 している。雄性発 生によ り

生 じた雄のDNAを 調べ、 ビワマ ス雄 に特異的なマー カー が存 在する ことを確認 し、作出

された雄個体は ビワマス由来の遺伝子 を持 つ個体であ ることが確認 してい る。

雄性発生 を育種技術 と して利用 する場合 、作 出 した個体の 中か ら目的 とす る形質遺 伝

子をホモに持っ個体 を選抜す る作 業が残 され る。 そ こで、 申請者 は 目的の形質 を直接 導

入する手法 として、遺伝子組換 え技術に着 目 した。組 み換 える遺伝 子 として養殖 上のメ

リッ トが大きい成長ホルモ ン遺伝子 に着 目 し、ベニザケ由来 のメタ ロチオネイ ンBプ ロ

モーターの下流にベニザ ケの成長 ホルモ ン遺伝子 をつなげたプ ラス ミ ドをアマ ゴに遺伝

子 導入す ることを試みた。そ の結 果、遺伝子組換 えアマ ゴを作 出す る ことに成功 し、対

照群 との間に約5倍 の体重差が生 じることを明 らかに した。 また、組換えアマ ゴの血 中

の成 長ホルモン濃度 を測定 し、対照群に比べ最 大10倍 の濃度差 がある ことを明らかに し

た。 さらにF1以 降 も成長速度 を調査 し、これ らの形質が維持 され る ことを を確認 してい

る。

また、 申請者は、 この よ うに して作 出 した遺伝子組換 え魚が 自然界 に散逸す る リスク

対策 にっいても検討 し、魚 の不妊化 手法の開発 につ いても研 究を進めてい る。受精後24

日後 のアマゴの発 眼卵 にlGrayか ら3GrayのX線 を照射 し、1年 後 に生殖腺の発達 を調

成熟期でも生殖腺が未熟 な状態 で維 持 され る個体が 多 く出現す るこ と、照射線量の

増加 とともに不妊化率が高ま り、受精卵 への放射線照射が魚類 の不妊化 手法 として有望

であるこ とを指摘 した。

以上の ように、申請者は細胞工学的 な手法を駆使 し、サ ケ科魚 類のアマ ゴの育種作業

の短縮 化、効率化 について新たな手法 を開発 し、今後の魚類 の育種 技術の進展 に資する

多 くの知 見を得 てお り、高 い評価 を与え うる業績 と考 えられ る。

よって本論文 は博士(農 学)論 文 として価値あ るもの と認 める。

なお、審査に当たっては、論文に関す る専攻 内審査お よび公聴会 な ど所定の手続 きを

経 た上 、平成22年7月13日 の農 学研 究科教授会 にお いて 、論文の価値な らび に博 士の

学位 を授与 され る学力が十分 であると認 め られた。
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